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2024年スペシャルオリンピックス日本冬季ナショナルゲーム 

大会開催概要 
 

スペシャルオリンピックス日本では、知的障害のある人たちにスポーツトレーニングの成果の発表の場である

ナショナルゲームを夏季・冬季 4年ごとに開催しており、次回冬季大会として、2024年スペシャルオリンピック

ス日本冬季ナショナルゲームを開催いたします。 

 

なお、本大会は、2025年開催予定（開催地未定）のスペシャルオリンピックス冬季世界大会への日本選手団

選考を兼ねて開催いたします。 

 

■ 大 会 名 称：  2024年第 8回スペシャルオリンピックス日本冬季ナショナルゲーム 

（略称）スペシャルオリンピックス 2024長野 / スペシャルオリンピックス 2024北海道 
 

■ 開 催 日 程： 2023年 11月 18日（土）～2024年 2月 25日（日）  
 

2023年 11月 18日（土）、 19日（日） ※選手団は 11月 17日（金）入り 

（競技） フロアホッケー/フロアボール  

（会場） ホワイトリング ※長野県長野市 

2024年 2月 11日(日) 、12日（月祝） ※選手団は 2月 10日（土）入り 

（競技） アルペンスキー/スノーボード/クロスカントリースキー/スノーシューイング 

（会場） 名寄ピヤシリスキー場 / なよろ健康の森 ※北海道名寄市 

2024年 2月 24日（土）、 25日（日） ※選手団は 2月 23日（金）入り 

（競技） フィギュアスケート/ショートトラックスピードスケート 

（会場） ビックハット ※長野県長野市 

 

■ 開  催  地： 長野県長野市/北海道名寄市 ※分散開催 
 

■ 参加規模（見込み）： 9,000名 

- アスリート / 530名  - パートナー / 40名   - 役員・コーチ / 430名 

- 大会役員・審判 / 300名  - ボランティア / 700名 - 観客 /延べ 7,000名 
 

■ 実 施 競 技： 8競技 

雪上競技：  アルペンスキー、スノーボード、クロスカントリースキー、スノーシューイング 

氷上競技：  フィギュアスケート、ショートトラックスピードスケート 

フロア競技： フロアホッケー、フロアボール 
 

■ 主 催： 公益財団法人スペシャルオリンピックス日本 
 

■ 運 営： 2024年スペシャルオリンピックス日本冬季ナショナルゲーム 大会実施委員会 
 

■ 特 別 協 力： 公益社団法人スペシャルオリンピックス日本・長野 

  特定非営利活動法人 スペシャルオリンピックス日本・北海道 
 

■ 後援（予定）： スポーツ庁、厚生労働省、（公財）日本スポーツ協会、（公財）日本オリンピック委員会、 

（公財）日本パラスポーツ協会、（公社）日本医師会、他 
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■ スペシャルオリンピックスとは 

スペシャルオリンピックス日本（SON）は、知的障害のある人たちにスポーツトレーニングと、その成果の

発表の場である競技会を、年間を通じて提供し、社会参加を応援する国際的なスポーツ組織です。 

スペシャルオリンピックス日本は、スペシャルオリンピックス国際本部より国内本部組織として認証を受け、

日本国内での活動を推進しています。 
 

■ スペシャルオリンピックスの特徴 

ディビジョニング： スペシャルオリンピックスの競技会・大会では、可能な限り同程度の競技能力のアス

リート同士で競技できるように、性別、年齢、競技能力などによってグループ分け（デ

ィビジョニング）を行います。このディビジョニングによって、能力を十分に発揮できる

と考えています。 
 
全員表彰： スペシャルオリンピックスの競技会・大会に参加した全てのアスリート（失格等を除く）

が表彰台に上がり、全てのアスリートに、メダルやリボンがかけられます。順位だけ

でなく、競技場に立ち最後まで競技をやり終えた事に対して、一人一人にかわらぬ

栄誉が贈られます。 
 

■ スペシャルオリンピックス日本ナショナルゲームについて 

地域での日常のスポーツトレーニングの成果を発表する場として、4年に 1度、夏季・冬季のナショナルゲ

ーム（全国大会）を開催しています。 

開催年 開催地 競技数 参加地区数 参加者数 

1995年 熊本 5競技  アスリート 137名 / コーチ他 64名 

1996年 
宮城 

福岡 

1競技 

2競技 
 

アスリート 34名 / コーチ他 17名 

アスリート 45名 / コーチ他 21名 

1998年 神奈川 8競技  アスリート 194名 / コーチ他 134名 

2000年 長野 3競技  アスリート 121名 / コーチ他 81名 

2002年 東京 11競技 
21地区、2設準 

※海外 4 ヵ国 
アスリート 816名 / コーチ他 546名 

2004年 長野 7競技  アスリート 620名 / コーチ他 393名 

2006年 熊本 12競技 32地区、8設準 アスリート 1016名 / コーチ他 560名 

2008年 山形 7競技 29地区、3設準 アスリート 533名 / コーチ他 330名 

2010年 大阪 12競技 38地区、8設準 アスリート 1042名 / コーチ他 591名 

2012年 福島 7競技 31地区、2設準 アスリート 574名 / コーチ他 320名 

2014年 福岡 12競技 42地区、5設準 アスリート 975名 / コーチ他 593名 

2016年 新潟 7競技 31地区 アスリート 614名 / コーチ他 329名 

2018年 愛知 13競技 47地区 アスリート 996名 / コーチ他 606 

2020年 北海道 7競技 37地区 アスリート 616名 / コーチ他 341名 ※中止 

2022年 広島 12競技 47地区 アスリート・パートナー 826名 / コーチ他 482名 

※設準…設立準備委員会のこと  ※2020年大会は新型コロナウィルスの影響により中止 
 

■ スペシャルオリンピックス日本 オフィシャルスポンサー（2022年時点） 


